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業
都
市

春の火災予防運動
3月1日～7日は山火事予防運動

かかみがはらっこ●中央小学校
みんな集合●岳陽の会

クローズアップ●粂川福治さん
木曽川学入門●東之宮古墳

市民税・県民税の申告は2月16日から
軽自動車税などに関するお知らせ

市長からの手紙●経済は”たくましさ”

【各務原百景～川上別荘の庭】

日本の女優第１号である川上貞奴が建てた
別荘で、名称は「晩松園」。平成18年に国の
登録文化財、その翌年には市の文化財に指
定されています。　　⇒詳しくは18ページ
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始末
今から約7年前、平成14年 4月5日はとても風の強い日でした。午後１時、市消防
本部は火災警報を発令。午後１時36分、岐阜市芥見の山林から出火。強い北西の風に
あおられた火は尾根を越え、午後２時８分各務原市に広がり出したのです。市では、
消防職員、消防団員を非常招集。消防車 79台、506人が消火作業にあたり、市制
施行以来最大の山林火災が鎮火したのは、翌4月６日の午後4時15分のことでした。

ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
」
を
統
一
標

語
に
、全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
も
実
施
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
も
使
用
す

る
こ
の
時
期
、
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
、
火
の
用

心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

春
先
は
山
火
事
の
多
い
季
節

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
山
で
は
枯
葉
や
枯
草
が

増
加
。
ま
た
、
強
風
が
吹
き
や
す
く
、
降
水
量
の

少
な
い
乾
燥
し
た
火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状

況
が
続
き
、
山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
消
火
は
困
難
で
、

そ
の
回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を
要
す

る
山
火
事
。
３
月
１
日
か
ら「
見
直
そ
う 

森
の
恵

み
と 

火
の
始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山
火
事
予

防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

暖
か
く
な
る
と
入
山
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
。各
務
原
市
大
林
野
火
災
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

失
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

▽
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

場
所
で
た
き
火
を
し
な
い

▽
喫
煙
は
指
定
場
所
で
行
い
、
吸
い
殻
は
確
実
に

消
火
し
、
投
げ
捨
て
を
し
な
い

▽
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る

▽
火
気
の
使
用
は
周
囲
の
状
況
に
十
分
注
意
し
、

消
火
用
の
水
な
ど
を
必
ず
用
意
す
る

▽
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
火
気
の
使
用
は
控
え
る

春
の
火
災
予
防
運
動
も
同
時
開
催

　

ま
た
、
同
じ
く
３
月
１
日
〜
７
日
は
「
火
の
し

20
年
の
火
災
統
計
ま
と
ま
る

　

市
の
平
成
20
年
の
総
出
火
件
数
は
54
件
で
、

内
訳
は
建
物
火
災
が
26
件
、
林
野
火
災
が
4

件
、
車
両
火
災
が
10
件
、
そ
の
他
火
災
が
14

件
。
全
体
で
前
年
よ
り
も
15
件
減
少
、
損
害

額
の
合
計
は
３
５
０
７
万
５
千
円
（
前
年
比

2
億
３
４
７
５
万
円
減
）
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
7
日
に
１
件
の
割
合
で
火
災
が

発
生
し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

放
火
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

主
な
火
災
原
因
は
、
こ
ん
ろ
５
件
、
溶
接
・

溶
断
機
４
件
、
た
ば
こ
３
件
、
放
火
の
疑
い
２

件
、
放
火
１
件
で
す
。
近
年
、
放
火
関
連
の
火

災
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
の
周
囲
は
い
つ

も
整
理
整
頓
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
防
火
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

詳
細　

消
防
本
部
予
防
課
☎
０
５
８(

３
８
２
）

３
１
３
７

３
月
１
日
〜
７
日
は
山
火
事
予
防
運
動

住宅街にも火災の影響が災害の状況がメモされた黒板避難所になった蘇原第一小
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見直そう 森の恵みと 火の
あの大火災を忘れないで…各務原市大林野火災

平
成
20
年
の
救
急
統
計

　

出
動
し
た
救
急
の
件
数
は

４
９
８
０
件
。
皆
さ
ん
の
救
急
車

の
適
正
利
用
へ
の
深
い
ご
協
力

で
、
昨
年
よ
り
１
５
０
件
も
減
少
し
ま
し
た
。
出

動
内
容
は
、
急
病
（
２
９
２
４
件
）、
交
通
事
故

（
７
２
０
件
）、
一
般
的
な
ケ
ガ
（
６
３
６
件
）
が

多
く
、
４
６
７
９
人
の
方
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
救
急
車
の
適
正
利
用
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
案
内
の
活
用
を

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
夜
間
な

ど
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
か
か
り
た
い
場
合

は
、
救
急
医
療
情
報
案
内
☎
０
５
８
（
３
８
２
）

３
７
９
９
が
便
利
で
す
。

　

年
中
無
休
24
時
間
体
制
で
医

療
機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

消
防
本
部
救
急
警
防
課

☎
０
５
８(

３
８
３)

３
５
９
６

家
の
中
や
周
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
事
故
を
防
ご
う

　

救
急
車
が
出
動
し
た
ケ
ガ
の
中
に
は
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
事
故
も
あ
り
ま
す
。
以
下
の
こ

と
な
ど
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

転
倒
・
転
落=

▽
整
理
整
頓
を
す
る
▽
サ
イ

ズ
に
あ
っ
た
履
物
を
着
用
▽
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

い
れ
て
歩
か
な
い
な
ど

や
け
ど=
▽
こ
た
つ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
に

よ
る
低
温
や
け
ど
に
注
意
▽
子
ど
も
の
手
の
届

く
と
こ
ろ
に
ポ
ッ
ト
な
ど
を
置
か
な
い
。

誤
飲
＝
▽
灰
皿
、
化
粧
品
、
ボ
タ
ン
電
池
な
ど

を
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
▽

餅も
ち

な
ど
、
の
ど
に
詰
ま
り
や
す
い
も
の
は
小
さ

く
切
っ
て
か
ら
食
べ
る
▽
食
べ
物
の
容
器
に
食

品
以
外
の
物
を
入
れ
な
い
な
ど

各務原市大林野火災で白煙に覆われる市北部

救
急
統
計
も
お
知
ら
せ
し
ま
す

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
を
は
じ
め
搬
送

法
や
ケ
ガ
の
手
当
て
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講

習
会
を
随
時
開
催
し
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
、
家
族
や
自
分
自
身
の
た
め
に
も
正

し
い
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

　

日
程
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

消
防
本
部
救
急
警
防
課
☎
０
５
８

(

３
８
３)

３
５
９
６
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申
告
の
受
付
は
２
月

申
告
の
受
付
は
２
月
1616
日
か
ら

日
か
ら

　

申
告
期
限(

３
月
16
日)

間
近
に
な
る

と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
の
市
民
税
・

県
民
税
に
は
定
額
の
均
等
割
と
所
得
金
額

に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
１
日
に
お
い
て
各
務
原
市

に
住
所
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

所
得
に
対
す
る
所
得
割
と
均
等
割
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
住
所
が
な
く

て
も
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は
家

屋
敷
を
持
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
均

等
割
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
告
受
付　

２
月
16

日
〜
３
月
16
日(

土
・

日
曜
日
を
除
く
） 

申
告
書
の
提
出

　

今
年
の
１
月
１
日
に
お
い
て
各
務
原
市

に
住
所
の
あ
る
方
は
、
市
民
税
・
県
民
税

申
告
書
を
市
役
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た

方

　

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
額
と
な

り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が

減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

対
象　

平
成
11
年
１
月
１
日
〜
18
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
入
居
し
、
税
源
移
譲
に

よ
り
所
得
税
額
が
減
少
し
た
結
果
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く

な
り
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
方

控
除
額　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
、
ま
た
は
税
源
移
譲

前
の
税
率
で
算
出
し
た
平
成
20
年
分
の
所

得
税
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
か
ら
税
源

移
譲
後
の
税
率

で
算
出
し
た
平

成
20
年
分
の
所

得
税
額
を
差
し

引
い
た
額

申
告
方
法　

▽

確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
る
方

＝
税
務
署
へ
確

定
申
告
書
と
と
も
に
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
▽
給
与
収
入

の
み
を
有
し
て
お
り
、
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
方
＝
住
民
税
課
税
地
（
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
）
の

市
町
村
窓
口
へ
、
源
泉
徴
収
票
（
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の（
原
本
））を
添
付
し
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
を

提
出
▽
提
出
期
限
は
3
月
16
日
で
す

備
考　

▽
申
告
書
は
、
市
役
所
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
川
島
振
興

事
務
所
、
税
務
署
、
申
告
相
談
会
場
に

あ
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

w
w
w
.city.kakam

ig
ahara.lg

.jp/
in
te
rn
e
t/s
h
in
s
e
is
h
o
/ze
im
u
/

roon.htm
l

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
▽
申
告
書
は
申
告
方
法
に
よ
っ
て

様
式
が
異
な
り
ま
す
▽
居
住
年
に
応
じ
た

控
除
期
間
に
よ
り
最
長
平
成
28
年
度
ま
で

毎
年
申
告
が
必
要
で
す

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８(

３
８
３)

１

１
１
４

▼
昨
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
の

方
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

▼
昨
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に

よ
る
雑
所
得
だ
け
の
方（
社
会
保
険
料
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
を
受
け
る
方
は
、
提
出
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
給
与
所
得
者
の
方
で
、
給
与

所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が

あ
り
、
そ
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
な
ど
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
の
な
い
方
で
も
、
市

民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
相
談

　

個
人
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に

つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
間　

２
月
16
日
〜
３
月
16
日
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
役
所
税
務
課
窓
口

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

１
１
４

市・
県
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

市・
県
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

住
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

住
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
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軽
自
動
車
税
な
ど
に
関
す
る
お
知
ら
せ

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　

原
動
機
付
自

転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
・
軽
自
動

車
・
小
型
特
殊

自
動
車（
農
耕
用
含
む
）な
ど
に
か
か
る

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
も
、
平
成
21
年
度
分
の
税
金
は
全
額

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
車
を
他
人
に

譲
っ
た
場
合
も
同
様
で
す
。
早
め
に
廃

車
・
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、廃
車
手
続
き
の
方
法
・

受
付
場
所
は
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す

（
下
図
参
照
）。

備
考　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

へ
被
害
届
を
出
し
、
所
有
者
の
印
鑑
を

持
参
し
て
税
務
課
へ

　

都
道
府
県
、
市
町
村
、
特
別
区
、
岐
阜

県
共
同
募
金
会
ま
た
は
日
本
赤
十
字
社
岐

阜
県
支
部
、
住
所
地
の
県
・
市
の
条
例
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
法
人
ま
た
は
団
体
に
対

し
て
５
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
次
の
式
で
計
算
し
た
相
当
額

所得税の課税所得金額 限界税率 適用割合
　　    0 円～  195万円 5% 85%  
  195万1円～  330万円 10% 80%
  330万1円～  695万円 20% 70%  
  695万1円～  900万円 23% 67%  
  900万1円～1800万円 33% 57%  
1800万1円～ 40% 50%

軽自動車などの廃車手続き
種別と手続きをする場所 持参品

 ▼原動機付自転車（125㏄以下）
 ▼小型特殊自動車（農耕作業用など）
 市役所税務課☎ 058（383）4703

▼所有者の印鑑 ( 同一世帯以外
の代理人が申請される場合は委
任状） ▼ナンバープレート ▼標識
交付証明書

 ▼軽自動車（三輪、四輪）
  県軽自動車協会☎058（279）1561
  岐阜市柳津町高桑西 5-28

▼車検証 ▼ナンバープレート（2枚）

▼所有者、使用者の印鑑

 ▼二輪車（125㏄超）
  岐阜運輸支局☎ 050（5540）2053
  岐阜市日置江 2648-1

▼車検証（届出済証） ▼ナンバー
プレート ▼所有者、使用者の印鑑

ふ
る
さ
と
納
税
制
度　

寄
附
金
控
除

ふ
る
さ
と
納
税
制
度　

寄
附
金
控
除

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
（
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
・
18
歳
未
満
の
身
体
障

が
い
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る
方
）

の
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
身
体

障
が
い
者
な
ど
の
た
め
に
使
用
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
考　

▽
対
象
車
は
普
通
自
動
車
を
含

め
１
人
に
つ
き
１
台
▽
障
が
い
の
等
級

で
判
断
▽
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

申
請　

５
月
25
日
ま
で
に
印
鑑
・
各
障

害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
を

持
参
し
て
税
務
課
へ

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）４
７

０
３

が
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。（
控
除
の
種
類
と
計
算
方
法
は
左
上

参
照
）

注
意
事
項　

左
上
図
中
▽
①
は
県
条
例

で
指
定
さ
れ
た
も
の
は
県
民
税
か
ら
、
市

条
例
で
指
定
さ
れ
た
も
の
は
市
民
税
か

ら
控
除
▽
①
と
②
の
金
額
の
合
計
額
が

控
除
額
と
な
り
ま
す
が
、
②
が
住
民
税

（
所
得
割
）
額
の
10
％
を
超
え
る
金
額
は

対
象
外
（
①
は
適
用
さ
れ
ま
す)

▽
控
除

の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
限
度
額
は
総

所
得
金
額
等
の
30
％
。

備
考　

▽
申
告
に
は
、
領
収
書
な
ど
の

添
付
が
必
要
▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を

行
う
方
は
住
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す

が
、
行
わ
な
い
方
は
申
告
が
必
要

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

１
１
４

 寄附金控除の種類と計算方法
①基本控除 ( 寄附金の合計額 － ５千円）×10％(うち県民税4％、市民税6％)
②特例控除（地方公共団体への寄附金の合計額 － ５千円）×適用割合

▼寄附した方に適用される所得税の限界税率(参考)
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た

協
働
の
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
「
協
働
で
つ
く
る
都
市
づ
く
り
」
と
は
、 

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
し
、
お
互
い
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
責
任
を
も
っ
て
都
市
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

市
民
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
行
動
が
大
き

な
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
「
協
働
」
と
は
皆
さ
ん
と
行
政
で
あ
る

市
が
対
等
な
立
場
で
目
標
を
達
成
し
よ

う
と
連
動
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

協
働
で
の
都
市
づ
く
り
の
背
景

　

価
値
観
や
生
活
様
式
が
多
様
化
し
、
暮

ら
し
や
都
市
づ
く
り
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

も
多
岐
に
な
り
ま
し
た
。 

人
々
は
政
治

や
行
政
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の
実
現
が
難

し
い
こ
と
を
敏
感
に
感
じ
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
ま
ず

地
域
を
よ
く
知
る
自
ら
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。 

新
た
な
都
市
の
豊
か
さ

　

協
働
の
都
市
づ
く
り
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
人
々
の
交
流
と
連
携
が
強
ま
り

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
さ
れ
、

生
き
が
い
が
満
た
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
社

会
の
役
に
立
っ
て
い
る
」 

と
い
う
満
足
度

も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、

新
し
い
都
市
の
豊
か
さ
と
い
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
市
民
協
働
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

詳
細　

市
民
活
動
推
進
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
６
６
２

●小中学校コンピューター利用の授業
　ボランティアの地域情報化推進員･ IT 普及専門のＮ
ＰＯ法人･市が協働して児童･生徒の理解度をサポート

協
働
で
つ
く
る

協
働
で
つ
く
る

豊
か
な

豊
か
な
都都ま

ち

ま

ち市市
づ
く
り

づ
く
り

●総合防災訓練
　安心･安全の都市はマンパワーが大切。行政･市民･
企業などが連携し、市内全域を対象とした全市民参加
型の総合防災訓練を実施

▼

市
民
参
加
に
よ
る

▼ヘリコプターによる救助訓練の様子

救
助
訓
練
の
様
子
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各務原市の市民協働
　市では市民協働を多岐にわたり実施
中。いくつかの例をご紹介します。
●パークレンジャー
　市内の道路、河川
や公園などの緑化活
動・清掃、公共施設
利用者のマナー指導
をしています。この
活動は昨年、全国の優れたまちづくり活
動を表彰する日本都市計画家協会「日本
まちづくり大賞」に選ばれました。

●通学路見まもり隊
　地域でのコミュニケーションを豊かに
し、通学時間帯を中心に小中学生を不審
者から守るため活動しています。

●市長とまちづくりを語る会
　年１回各地区の自治会長より意見・要
望について語り合います。

●各種ワークショップ

【川の回廊ワークショップ】
　河跡湖公園、新境
川、大安寺川周辺の
整備に皆さんの意見
を取り入れるため開
催。一緒に川沿いを
歩くウオークラリーを開催して生の意見
を取り入れました。
【景観まちづくりワークショップ】
　継承すべき風景の価値を磨き上げてい
くのための計画を立てるため、当該地区
の皆さんの意見をお聞きしています。

●子育て応援会議
　未来を担う子どもたちが夢を持って健
やかに成長し、家庭と地域、行政が一体
となって共に育てあえるよう、市民公募
の委員を迎えプランを立てています。

●親子サロン
　先輩ママさんな
どの市民ボラン
ティアさんが「親
子サロン」を開設・
運営。子育て中の親子と時間を共有し、
育児による負担感を軽減するなど、ほっ
とできる場所を提供しています。

～市の緊急雇用経済対策～

経済は”たくましさ”

　

戦
後
最
大
の
不
景
気
が
日
本
社
会

に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
派
遣
社
員
で

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
人
々
が
増
え
、
学

卒
者
の
就
職
内
定
率
も
低
下
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
新
春
記
者
会
見
で
、
各
務
原

市
緊
急
雇
用
経
済
対
策
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

一
、１
月
か
ら
３
月
ま
で
に
市
が
実

施
す
る
事
業
で
新
た
に
離
職
者
等
約

７
２
０
名
の
雇
用
創
出
。

　

一
、
市
の
産
業
団
地
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
３
期
工
事
（
約
８
億
円
）
を
発
注
。

　

一
、
市
商
工
振
興
課
内
に
緊
急
雇

用
対
策
窓
口
を
設
置
し
、
雇
用
支
援
、

企
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
商
工

会
議
所
と
共
に
、
市
内
１
６
０
０
企

業
を
対
象
に
国
の
支
援
制
度
活
用
の

説
明
会
を
開
催
。

　

一
、
離
職
者
の
居
住
確
保
は
県
と

共
に
尾
崎
団
地
等
の
紹
介
。

　

一
、
中
小
零
細
商
工
業
者
に
対
し
、

各
務
原
市
小
口
融
資
制
度
を
拡
大
し
、

県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
を
市
が

全
額
補
助
。―

な
ど
で
す
。

　

お
よ
そ
十
数
年
前
ま
で
、
私
た
ち

の
国
は
一
億
総
中
流
と
言
わ
れ
、
所

得
格
差
が
最
も
少
な
い
国
で
し
た
。

学
校
を
卒
業
し
た
若
者
は
正
社
員
と

し
て
就
職
す
る
の
が
当
た
り
前
で
し

た
。
現
在
、
非
正
規
雇
用
が
全
就
業

者
の
34
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
呼
ば
れ
る
層
が
23
パ
ー
セ
ン
ト
。

　

労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
業
種
で
派
遣
が
解
禁
、
よ
っ

て
安
く
労
働
者
を
使
え
る
と
い
う
資

本
の
論
理
で
派
遣
社
員
が
激
増
し
て

い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
か
な
る
国
を
目
指
す

か
と
い
う
す
ぐ
れ
て
政
治
の
問
題
で

す
。

　

一
方
、
日
本
経
済
は
す
で
に
成
長

期
が
終
わ
り
成
熟
期
に
入
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
か
つ
て
の
た
く
ま
し
さ

が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
イ
ン
ズ
は｢

経
済
は
ア
ニ
マ
ル

ス
ピ
リ
ッ
ト
（
た
く
ま
し
さ
）
が
必

要｣

と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
引

き
出
す
の
は
、
や
は
り
政
治
と
い
う

も
の
で
し
ょ
う
。

森　真
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健康増進パワーアップ事業
トレーニング講習会

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルームを利用する時
は「トレーニング講習会受講
証」が必要です。お持ちでない
方は、この講習会を受講してく
ださい。
【総合体育館】
日程　

△

3 月 14 日（土）・20
日（祝・金）9:00 ～

△

16 日（月） 
13:00 ～

△

11 日（水）19:00 ～
定員　各回 35人（抽選）
【市民プール】
日程　

△

3月8日（日）・11日（水） 
10:00～

△

21日（土） 18:00～
定員　各回 30人（抽選）
【共通事項】
対象　15歳以上（中学生は除く）
費用　250円
申込　往復はがきに「住所、氏
名（ふりがな）、電話番号、性別、
生年月日（年齢）、希望会場と希
望講習日、トレーニング講習会
受講希望」と明記し、3月１日
（必着）までに各施設へ
備考　

△

はがきは1人 1枚

△

申
込少数の時は中止する場合あり
●筋力測定装置の一般開放
対象　高校生以上
内容　膝関節の伸展・屈曲時の
筋力を測定（1回 15分程度）
費用　高校生250円、一般500
円
定員　1日 5人（申込順）
申込　印鑑を持参して希望のト
レーニングルームへ事前予約
詳細　 ▽総合体育館＝〒 504-
0023 那加太平町 2-100、☎
058-371-1717 ▽ 市民プール
＝〒 509-0143 鵜沼小伊木町
4-300、☎ 058-370-6506

番号 教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1 成人 月

10:30 ～ 11:30 成人の男女
30人

3

月

15

日

（日）

9:00
2
ヘルシー

水 30人 9:20
3 金 30人 9:40

4 親子 土 10:30 ～ 11:30 幼児と保護者
※備考参照  

25 組
50人 10:00

5

幼児

月

16:00 ～ 17:00
平成15年4月2日～
平成18年4月1日に
生まれた方
※備考参照

30人 10:20
6 火 30人 10:40
7 水 30人 11:00
8 金 30人 11:20
9 土 14:30 ～ 15:30 30 人 11:40
10

ミックス

月

17:00 ～ 18:00 幼児（年中・年長向
き）～小学生（低学
年向き）
※備考参照

35人 13:00
11 火 35人 13:20
12 水 35人 13:40
13 金 35人 14:00
14 土 15:30 ～ 16:30 35 人 14:20
15 土 16:30 ～ 17:30 35 人 14:40
16

小学生

月

18:00 ～ 19:00 小学生
※備考参照

35人 15:00
17 火 35人 15:20
18 水 35人 15:40
19 金 35人 16:00
20 土 17:30 ～ 18:30 35 人 16:20
21 マスターズ 火 10:30 ～ 11:30 成人の男女 20人 16:40
22  アクア
　ビクス

火 13:00 ～ 14:00
成人女性

35人
17:00

23 土 19:00 ～ 20:00 35 人

　幼児から成人までを対象に水
泳教室を開催します。
受講期間　4月1日～6月 9日
（各教室 8回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室は 5600 円、そ
の他5300円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンター、川島振
興事務所にある申込書（市ウェ
ブサイトからもダウンロード

可）を記入し、2 月 15 日～ 3
月 9 日にいずれかの窓口また
は〒 509-0143 鵜沼小伊木町
4-300、市民プールに郵送また
は 058-370-6507（要送付
確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入 ▽受講料の返金不可 ▽親子教
室は年少 (3 歳児 ) までのオム
ツのとれた幼児と保護者が対象

▽小学生・幼児・ミックス教室
は、保護者が申込 ▽抽選日は印
鑑・受講料を持参し抽選 10分
前までに来場 ▽教室の途中変更
不可 ▽妊婦の申込不可 ▽教室前
後の遊泳無料ただし幼児は保護
者同伴 ▽定員に満たない教室は
追加募集有
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

第 1期水泳教室
←

←

　皆さんの意思が市政に反映される大切な選挙で
す。貴重な一票を無駄にしないよう、必ず投票に
出かけましょう。
日時　2月 22日（日）　7:00～20:00

2月 22日は市議会議員選挙の投票日です

場所　それぞれ指定の投票所で投票してください
備考　投票日に投票所へ行けない見込みの方は、
　　　期日前（不在者）投票ができます
詳細　選挙管理委員会事務局☎ 058-383-1119
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3 月の福祉の里

【親子教室】
日時　3月 4日（水） 13:30 ～
備考　参加自由・当日会場受付
【健康相談】
日時　3月 10日（火）13:00 ～
（事前予約必要）
相談員　理学療法士、作業療法
士、栄養士、保健師
詳細　福祉の里☎ 058-370-7
500

各務原シティカレッジ
特別講演会

　「益田の森塾」を開講してや
る気を起こす人づくり教育を実
践されている、森均さんの講演
会を開催します。
日時　2月23日（月）、24日（火）
いずれも10:30～12:00（10:00
開場）
場所　中部学院大学(那加甥田町)
内容　「（仮）人づくりの原点　-や
る気にさせて育てる -」森均・
中部学院大学専任講師
定員　300人（当日受付）
備考　キャンパス内に臨時無料
駐車場あり
詳細　中部学院大学・各務原シ
ティカレッジ☎058-375-3600

　毎年多くの学生が医療の現場
へとはばたいています。
受付期間　3月5日（木）16:00
必着
応募資格　中学校卒業以上
修業年限　2年
試験日　3月 6日（金）
試験科目　国語、
数学、社会、面接、
小論文
備考　募集要項
は同校（那加東
亜町 106）で配布中
申込と詳細　市医師会准看護学
校☎ 058-389-3118

准看護学校生徒
２次募集

戦型別卓球大会

日時　3月 28日（土）9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町）
資格　市内在住、在学、在勤、
在籍（スポーツクラブ）の方
種目　速攻型、異質攻撃型、ド
ライブ主戦型、カット主戦型、
オールラウンド型（男女別・全
10種目）
費用　一般800円、高校生600
円、中学生 400円
申込と詳細　3月 13 日までに
市卓球協会・岩野☎ 058-382-
5522

モンゴル講座
料理と文化紹介

　モンゴル独特の野菜スープや
モンゴル風の餃子を作ります。
料理講座のあとは、文化紹介も
交えたティータイムを通じ、国
際的な文化理解を深めます。
日時　3 月 4 日（水）10:00～
14:15
場所　産業文化センター 4 階
料理室 (那加桜町 2)
定員　30 人 ( 抽選）
費用　国際協会会員 500 円、
一般 1000 円
申込と詳細　2月 20日（必着）
までに「郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、会員・
非会員」を明記し、往復はがき
は返信先を記入し〒504-8555
那加桜町 1-69、メールは件名
に「モンゴル講座希望」と記入
し kia@city.kakamigahara.gi
fu.jp、観光交流課内各務原国際
協会事務局☎ 058-383-1426

対象　小学校就学前のお子さん
（広報紙に1度掲載されたお子さ
んは、ご遠慮ください）
掲載予定　5月1日～10月15
日号　24人（抽選）
申込　「郵便番号・住所・電話番
号（昼間の連絡先）・子どもの氏
名と誕生日・保護者の氏名」を
明記し、3月13日（必着）までに、
はがきは〒504-8555那加桜町
1-69、市役所秘書広報課、メー
ルはkoho1@city.kakamigaha
ra.gifu.jp へ (件名に元気ッズ応
募と記入)
詳細　秘書広報課☎ 058-383-1
111内線2152

広報裏表紙掲載の
元気ッズ募集

日時　3月6日（金）　13:00～
16:30( 受付は 16:00 まで )
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験。希望者には就労に関する個
別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(前年比)(前年比)

人身事故　　80件　人身事故　　80件　 ＋ 31 ＋ 31 件件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋  ＋死者　　　　　0人 　　死者　　　　　0人 　　    0 人0人　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －  －
負傷者　    104 人　 ＋負傷者　    104 人　 ＋ 3232 人人
物損事故　 343 件    － 26 件物損事故　 343 件    － 26 件
( 平成 21年 1月 28日現在 )( 平成 21年 1月 28日現在 )

交通事故発生状況交通事故発生状況

　県では、犯罪被害遺児で次の
要件を満たす方に対し、激励金
を支給します。
対象　

△

故意の犯罪行為により
生計をともにしていた父または
母をなくされた方

△

国の犯罪被
害者給付金制度で遺族給付金の
支給裁定がされている方

△

義務
教育終了までおよび高校在学中
の方

△

犯罪被害遺児となったあ
と養子縁組をしていない、もし
くは父または母が再婚していな
い方
激励金の額　1人当たり

△

乳幼
児・小学生＝１万 5000 円

△

中学生＝ 2万円

△

高校生等＝ 2
万 5000 円
備考　申請時から高校等就学中
（20歳未満）まで支給
申込と詳細　市民活動推進課☎
058-383-1111 内線 3631

犯罪被害遺児に激励金

　近年、長期間使用していた製
品の部品などの劣化が原因とな
る火災や死亡事故が起きていま
す。特定保守製品（下記）を購
入した方は所有者票を返送して
メーカーに登録しておき、点検
時期のお知らせが届いたら点検
を受けましょう。
対象　

△

屋内式ガス瞬間湯沸器
（都市ガス用、プロパンガス用）△

屋内式ガスふろがま（都市ガス
用、プロパンガス用）

△

石油給湯
器

△

石油ふろがま

△

FF 式石油
温風暖房機

△

ビルトイン式電気
食器洗い機

△

浴室用電気乾燥機
備考　

△

点検は有料

△

住所変更
などの変更があった場合はメー
カーに連絡

△

賃貸住宅などで製
品を家主が設置・所有している
場合は、家主が所有者登録
詳細　中部経済産業局☎ 052-
951-0576

長期使用製品
安全点検制度

　市では、家庭で生ごみ・緑ご
みのリサイクルに取り組める、
たい肥（コンポスト）化容器お
よび、せん定枝粉砕機を購入さ
れた方に、購入費用の一部を補
助しています。
対象　平成 20年５月１日以降
にたい肥化容器、およびせん定
枝粉砕機を購入された市内在住
の世帯主（たい肥化容器 1 世
帯 1 基、せん定枝粉砕機 1 世
帯 1機のみ）
補助金額　購入価格の2分の1、
ただし、たい肥化容器は最高
3000 円、せん定枝粉砕機は最
高 2万円
備考　せん定枝粉砕機は自治会
も対象（1自治会 1機のみ）
詳細　ごみリサイクル課☎ 05
8-383-4230

家庭用ごみ処理機材
購入補助

許認可等の相談会

　行政書士による無料相談会お
よび電話相談を実施します。
日時　2月27日（金）、28日（土）、
３月27日（金）、28日（土）いず
れも 10:00 ～ 15:00
場所　県水産会館 (岐阜市薮田
南 1)
相談員　行政書士
備考　電話相談は、当日上記時
間内に下記へ電話
詳細　県行政書士会岐阜支部☎
058-276-1774

シティマラソン開催に
ご協力ください

　かかみがはらシティマラソン
開催に伴い、３月 8 日は交通
規制などを行います。
【通行止め区間】

　上図のとおり交通規制を行い
ます。う回路として、国道 21
号をご利用ください
日時　3 月 8 日（日）9:30 ～
11:30　
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231
【ふれあいバスの運行】
　同日午前中のふれあいバス
（循環休日線、東部南部休日線）
は下記バス停を通過します。
通過バス停　 ▽新鵜沼駅行き東
部南部休日線＝下切町、航空宇
宙科学博物館前、グリーンスタ
ジアム前、松本町 2 丁目 ▽循
環休日線＝パターゴルフ場前、松
本町 2 丁目、グリーンスタジ
アム前、航空宇宙科学博物館前、
各務原工業団地 (左廻りのみ )
備考　 ▽岐阜バス「下切」「下切
西口」を循環休日線、新鵜沼駅
行き東部南部休日線の臨時バス
停とします ▽正午～通常運行し
ます
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9926
【航空宇宙科学博物館の開館】
　航空宇宙科学博物館周辺が
マラソンコースとなり 9:30 ～
11:30は進入禁止区域になりま
すが、当博物館は休まず開館し
ています。皆さんのご来館をお
待ちしています。
詳細　かかみがはら航空宇宙科
学博物館☎ 058-386-8500

文

各務原
浄化センター

かかみがはら
航空宇宙科学博物館

勤労青少年運動場

前渡不動

三井山

●

●

グリーン
スタジアム

●
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　高齢者用の地域密着型事業所
などの建設は、市策定の施設整
備計画に沿って整備する必要が
あります。平成 21年度の施設
整備計画は次のとおりです。
【介護保険適用事業所】

▽グループホーム=那加北部地
区または蘇原北部地区１カ所（定
員18人） ▽グループホーム=
鵜沼東部地区１カ所（定員9人）
【介護保険適用外施設】
有料老人ホーム (住宅型・定員
50人以内 )市内一円
詳細　2 月 16 日～ 27 日に高
齢福祉課☎ 058-383-1779

高齢者用施設の整備を
希望する法人の方へ

市民課窓口
土曜日臨時開設

　証明書自動交付機を利用する
ための各務原市民カードの発行
と所得税の確定申告にイータッ
クスを利用される方の住民基本
台帳カード発行、公的個人認証
サービスのため臨時窓口を開設
します。ご利用ください。
日時　2月28日（土）、3月7日（土）、
9:00 ～ 17:00
場所　市役所本庁市民課 (那加
桜町 1)
内容　 ▽印鑑登録、市民カード
の作成および暗証番号登録 ▽印
鑑登録手帳から市民カードへの
交換 ▽住民基本台帳カード発
行、公的個人認証サービス
持参品　印鑑、運転免許証、パ
スポートなど写真付で本人確認
ができる書類
備考　 ▽土曜日窓口開設は市役
所市民課のみです ▽本人申請が
困難な方、写真付き身分証明書
がない方、その他ご不明な点は、
事前に市民課へお問い合わせく
ださい
詳細　市民課☎ 058-383-10
78

　川島東保育園が古紙回収ス
テーションに加わりました。資
源リサイクルのため、ご利用く
ださい。
日時　毎週月～金曜日　8:00～
17:00（休園日を除く）
場所　川島東保育園（川島河田
町）
回収品目　新聞紙、チラシ、雑誌、
雑がみ、段ボール、牛乳パック
備考　開設時間以外や、回収品
目以外のもの、事業活動に伴い
発生した資源物の持ち込み不可
詳細　ごみリサイクル課☎058-
383-4230

古紙回収拠点が
増えました

我が家に緑を！
緑化助成します

　市内の私有地で、建築物の敷
地において植栽をしたときは、
最高 10万円の緑化補助金を交
付します。必ず工事着工 14日
以上前に申請してください。
助成対象　

△

道路と敷地の境界
から 5 ｍ以内の区域（道路か
ら見えること）

△

生け垣、樹木、
芝などの植栽

△

植栽するための
ブロック塀の取り壊し
備考　4月１日より補助率が変
更になります。詳しくは事前に
お問い合わせください
詳細　水と緑推進課☎ 058-38
3-1533

不用品交換銀行

【使ってください】△

ベビーベッド

△

電動ポット

△

学習机
【さがしています】△

自転車各種

△

ベビーカー各種△

チャイルドシート

△

ジュニア
シート

△

クーハン

△

加湿器
△

ア
イロン

△

電子オルガン
△

電子ピ
アノ

△

車いす
備考　１月 27日現在の状況
詳細　ごみリサイクル課☎ 05
8-383-4230

　市が制定し
た「美しいま
ちづくり条例」
を推進するた
め、3 種 類 の
啓発看板を生
活環境課で配
布しています。ご利用ください。
看板種類　

△

気をつけよう親の
ポイ捨て子が真似る

△

ぽい捨て
しないで

△

フンは必ず持ち帰っ
てね !!
備考　

△

数に限りがあります

△

設置に必要な杭
くい

や針金などは各
自で用意してください
詳細　生活環境課（産業文化セ
ンター6階）☎058-383-4232

美しいまちづくり
啓発看板を配布

　嘱託保健師を募集します。
勤務時間　8:30 ～17:00
内容　乳幼児健康診査、健康相
談、特定保健指導など
対象　60 歳未満で保健師資格
を所持している方
募集人数　若干名
申込と詳細　市販の履歴書、保
健師免許証の写しを持参し健康
管理課☎ 058-383-1115

嘱託保健師

　自賠責保険・共済は、万一の
交通事故の際の基本的な対人賠
償を目的として、原動機付自転
車を含むすべての自動車に加入
が義務づけられている保険・共
済です。特に車検制度のない原
動機付自転車・250cc 以下の
軽二輪自動車は期限切れ、かけ
忘れにご注意ください。
詳細　税務課☎058-383-4703

自賠責保険・共済の期限
は切れていませんか
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3月の休日急病診療所・歯科救急当番

期日　3月 25日（水）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成 19年 3月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コ
ップ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、２歳児歯科教室
問診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

２歳児歯科教室

●保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日急病診療所 (診療科目　内科、小児科 )

いまお歯科クリニック(各務おがせ町5）

いわた歯科医院（那加土山町2）

内田歯科医院（川島松原町）

桜桃歯科（上戸町1）

うの歯科（那加本町）

058-379-6555

058-389-1808

0586-89-6581

058-371-8855

058-382-0753

歯科救急当番

9:00 ～
11:30

13:00
～15:30
　

1日（日）
8日（日）
15日（日）
20日（祝）
22日（日）
29日（日）

詳細　休日急病診療所（那加桜町 2、総合福祉会館内）
        ☎ 058-383-9151（受付時間中のみ）

受付時間診療日 

診療時間　9:00 ～15:00
詳細　各医療機関へ（開設日の診療時間中のみ）

開設日

1日（日）

8日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

担当医療機関 電話

夜間、お子さんの急病に困ったときは…

診療日時 医療機関 場所 診療科目
月～土曜日 (祝日除く)

19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで )
小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1
( 岐阜市民病院内 )

小児科
(対象は 15歳以下 )

日曜日・祝日
19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで )

岐阜市休日急病診療所
☎ 058-253-7711 岐阜市青柳町 5-3 小児科・内科

●健康保険証・福祉医療費受給者証、服用中の薬の内容がわかる処方せんや説明書などを持参してください。

日時　3月6日（金）9:30～11:00
（事前予約制）
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

ことばの相談

期日　3月 26日（木）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、健康相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

　健康について、気軽にご相談
ください。
日時　3月 17日（火）9:30 ～
10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　中高年の方
内容　生活習慣病の予防、健康
相談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　栄養、歯科相談あり（要
電話予約）
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

3月の健康相談

こころの健康相談

日時　3月12日（木）13:30～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　 ▽予約制 ▽精神保健福祉
士による相談（社会福祉制度な
ど）も受け付けます
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

　思春期、妊娠・出産、子育て
などに関する相談を行っていま
す。相談希望の方は、予約して
ください。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

母と子の健康相談

　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。母子健康手帳と駐車場入
口で受け取った駐車券を健康管
理課へ提出してください。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

予防接種などに駐車料補助
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マタニティ－広場

【マタニティ－広場1】
日時　3月12日（木）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が7月１日～
8月 31日の妊婦
内容　妊娠中の体の変化・妊娠
中の栄養・歯の健康・グループ
ワーク
【マタニティ－広場3】
日時　3月27日（金）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が5月１日～
6月 30日の妊婦
内容　お産の進み方・産後の生
活・新生児の保育について話と
実習、先輩ママ・ベビーとの交
流会
【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　

△

夫の参加も可能

△

動き
やすい服装でお越しください

△

駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

【CATIA V5 研修】
期間　2月25～27日、3月4～
6日、10日、11日、13日
費用　県内の方＝ 1 万 6000
円～
【現場力を磨くマネジメント研修】
期日　2月 26日（木）
費用　県内の方＝ 1万円
【図解の技術による製造現場の
「見える化」研修】
期日　3月 11日（水）
費用　県内の方＝ 1万円
【共通事項】
備考　市の補助制度があります
申込と詳細　アネックス・テク
ノ 2☎ 058-379-6370

アネックステクノ2
在職者向け研修

潜在看護師さんのための
職場復帰セミナー

日時　3月12日(木)、13日(金)
9:00 ～ 15:00（2日間）
場所　東海中央病院 (蘇原東島
町 4)
対象　看護師・准看護師
定員　6人 (申込順 )
内容　

△

最近の医療・看護の動
向

△

看護場面における感染予
防、医療安全

△

安全・安楽な体位
変換、与薬

△

病棟実践体験

△

急
変時のアセスメントと看護など
備考　

△

託児が必要な方はご
相談ください

△
実習あり（要

シューズなど）
申込と詳細　東海中央病院看護
部☎ 058-382-3101

予防接種のお知らせ

【麻しん・風しん】
　市内指定医療機関で実施中。
対象　第1期=1歳～2歳未満、
第 2期 =小学校入学の前年度
（年長児）3月 31日まで
備考　第３期＝（中学１年生）、
第４期＝（高校３年生に相当す
る年齢）の接種実施期間は終了。
未接種の方で接種希望の方はご
連絡ください
【日本脳炎】
　厚生労働省からの勧告を受け
積極的な接種勧奨を差し控え
中。ただし、接種を希望される
場合は予防接種を受けることが
できます。健康管理課までご相
談ください。
対象　1 期＝ 3 歳～ 7 歳 6 カ
月未満、2期＝小学校 4年生 (4
年生で未接種の場合は 13歳未
満 )
【ＢＣＧ／ジフテリア・百日せ
き・破傷風（DPT／三種混合）】
　市内指定医療機関で実施中。
対象　ＢＣＧ＝生後 6 カ月未
満。ジフテリア・百日せき・破
傷風＝生後 3カ月～ 7歳 6 カ
月未満
備考　（DT/ 二種混合）第２期
＝小学６年生の接種実施期間は
終了。未接種の方で接種希望の
方はご連絡ください。
【共通事項】△

予防接種市内指定医療機関な
ど詳細は市ウェブサイトに掲載△

定期予防接種は、原則、保護
者の同伴が必要。同伴できない
場合は、子どもの健康状態を熟
知する親族などでも可。ただし、
同伴者の同意をもって保護者の
同意とする旨の委任状 (健康管
理課、各指定医療機関に設置 )
の提出が必要。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

各務野ボランティア塾

各務野各務野
ボランティアボランティア
情報情報
◆ぜひご参加を！

河跡湖公園「森づくり」
ボランティア募集

　河跡湖公園オープンを記念
し、公園の森づくりのための植
樹ボランティアを募集します。
日時　3月14日(土)　10:30～
(雨天決行)
場所　河跡湖公園（川島地内）
対象　市内在住、在勤の小学生
以上（小学校低学年は保護者同
伴）
持参品　軍手、タオル
備考　川島小・中学校に臨時駐
車場を開設
申込と詳細　2月27日までに、
直接または電話、ファクス、
メールで参加者の「住所、氏名、
電話番号」を水と緑推進課☎
058-383-1531、メールはmiz
umidori01@city.kakamigaha
ra.gifu.jp、ファクスは 058-
383-6365
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）
　　　　　　　2月16・17～20（蔵書点検）・23日、3月 2・6・9・16・23・24・30日は休館
　　1・2 ･ 4 階＝図書館本館☎ 058-383-1122　3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175 ／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内）／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1 ／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家／改修工事のため、3月末まで休館中。
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日休業
●かかみがはら航空宇宙科学博物館☎ 058-386-8500 ／下切町５／火曜日休業
●いこいの広場 伊木の森☎ 058-370-0592 ／鵜沼字伊木山 1492-1 ／月曜日（祝日の場合は翌日 )
●アクア・トト ぎふ☎ 0586-89-8200 ／川島笠田町 1453 ／無休（臨時休館の場合あり）
●河川環境楽園自然発見館☎ 0586-89-7022 ／川島笠田町／第 2月曜日（祝日の場合は翌日）
●オアシスパーク／☎0586-89-6766 ／川島笠田町 1564-1 ／無休（臨時休館の場合あり）

内藤記念くすり博物館
0586-89-2101

●「花壇管理グループ」参加者募集
　薬草園でハーブを育ててみませんか。
　自分たちで植栽計画・土作り・植え付け・育成管
理など年間を通じて取り組むことができます。
日時／平成 21 年 4月～平成 23 年 3 月の第 2・4
水曜日　10:00～12:00（12 月～ 2月は第 2水曜
日のみ）
対象／継続して参加できる方
定員／ 15人（抽選）
申込／往復はがきに「郵便番号・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・電話番号」を明記し、2月 28日（必
着）までに、下記の内藤記念くすり博物館「花壇管
理グループ」係へ

市民会館・文化ホール
058-389-1818

所在地／蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日（祝日の場合は除く）

●市民の劇場 劇団四季ファミリーミュージカル
「むかしむかしゾウがきた」
　戦国の世に唐の国からやってき
たゾウの数奇な運命と、それを取
り巻く人々。人間も動物も一つの
大切な命だということを伝え、命
の大切さを訴える、心温まるストー
リーです。
　リアルなゾウが舞台をところせましとかけ回り、
ときには力強く、ときには愛らしい動きで観客を魅
了します。ぜひ親子でお楽しみください。
3月 1日（日）　16:00～　市民会館
費用／全席指定　大人＝S席 4500円、A席 3500
円、小学生以下＝S席 3500円、A席 2500円
詳細／木曽川学研究所☎ 058-383-1042

●木曽川音楽祭
「ブラスの祭典2009 in かかみがはら」
シエナ・ウインド・オーケストラ・コンサート
3 月 8日（日）　14:00～　市民会館
備考／チケットは完売しました
詳細／観光交流課☎ 058-383-9925

●大久保幽香の音楽仲間達 
Spring Concert
3 月 15日 (日)　13:00～　文化ホール
詳細／松本☎ 058-384-6782

●かかみがはらウインドオーケストラ　
第11回定期演奏会
3 月 15日（日）　14:00～　市民会館
費用／全席自由　700円 ( 当日は 100円増 )
詳細／かかみがはらウインドオーケストラ・永井☎
058-386-8752

●フライトシミュレーター体験
　離陸から着陸までの
飛行体験にチャレンジ
しませんか ! インスト
ラクターと一緒なの
で、どなたでも楽しく
体験できます
日時／2月22日（日）、3月22日（日）　10:30～
16:00(10 分ごとに随時 )
費用／ 300円 ( 別途入館料必要 )
入館料／大人 800円、60歳以上・高校生 500円、
小中学生 300円

航空宇宙科学博物館
058-386-8500

所在地・休業日／下記に掲載

所在地／〒501-6195　川島竹早町1
休業日／月曜日
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移動図書館さつき号
中央図書館 058-383-1122

●3月の日程

4
（水）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:10 尾崎ふれあい会館①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

5
（木）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

10
（火）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

11
（水）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園

12
（木）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 ＪＡ西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

13
（金）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
10:30 ～ 11:10 川崎アパート①
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

17
（火）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘公民館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

19
（木）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

25
（水）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎ふれあい会館②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

26
（木）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

27
（金）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎
10:40 ～ 11:10 稲羽市民サービスセンター
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 大佐野町公民館

31
（火）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町公民館
13:40 ～ 14:10 川崎アパート②
14:40 ～ 15:10 慈光園

　図書館の本をのせた
「さつき号」が、市内
42 カ所のステーショ
ンを月に 1、2回巡回
しています。本館、川
島ほんの家、中央ライフデザインセンター図書室、
もりの本やさんの本も取りよせて借りたり返したり
することができます。1人 30冊まで 1カ月間借り
ることができますので、ぜひご利用ください。

●リレーメルヘン童話集の貸し出し

　リレーメルヘンは、各務原市と友好都市・福井県
敦賀市の児童で、前編・後編を分担してひとつの物
語を作り上げる事業で、両市図
書館が交流の一環として行って
います。出来上がった童話集（リ
レーメルヘン①～⑧巻）は、中
央図書館や分館、分室などで貸
し出ししています。 どうぞご
利用ください 。

●蔵書点検のお知らせ

　図書館では所蔵している本の所在を確認するた
め、蔵書点検を行います。点検中は所蔵しているす
べての本をチェックするため、全図書館のサービス
を停止させていただきます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。
期間／ 2月 17日～ 20日
休館施設／中央図書館、中央ライフデザインセンター
図書室、もりの本やさん、移動図書館さつき号
備考／休館中の本の返却は中央図書館のブックポス
トにお願いします。（大型絵本やＣＤ、他の図書館
から借りている本は壊れやすいのでブックポストに
返却しないようにお願いします）

中央図書館
058-383-1122

図書館展示コーナー

▲さつき号

所在地・休業日／右ページに掲載

◆中央図書館
冬の本展（雪と氷の世界）　2 月 28日まで
春の本展　3 月 1日～ 31日
　春風の吹くまえに…花粉症の本など、季節の本を
展示します。
◆もりの本やさん
みんなでつくっちゃおう　3月 7日～ 31日
春のえほん展　3月 7日～ 31日
新生活応援本展　3月 7日～ 31日
入園、入学、引っ越し、マナー、袋物・小物などの
裁縫の本など、新生活に役立つ本を展示します。
◆中央ライフデザインセンター図書室
香を楽しむ本展　3月 3日～ 31日

3階展示ホール

●つつじ写楽会「第15回写真展」
日時／ 2月 24日～ 3月 1日　9:00 ～ 17:00（24
日は 12:00 ～、3月 1日は 16:00 まで）
詳細／赤座☎ 058-382-8242
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ら
し
て
い

て
、
そ
の
書
い
た
子
の
こ

と
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
子
は
、
と
て
も
背

が
高
く
て
、
性
格
は
や
さ

し
く
、
読
書
が
好
き
と
い

う
こ
と
か
ら
、
図
書
委
員

長
を
や
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
会
え
な
か
っ
た
け
ど
、

話
を
聞
い
て
、
な
ん
と
な

く
そ
の
子
の
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

前
よ
り
も
っ
と
会
っ
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
冬
の
ソ
ナ
タ
通
り

を
歩
い
た
り
、
航
空
宇
宙
科
学

博
物
館
に
行
っ
て
、
説
明
を
聞

い
て
見
学
し
た
り
、
河
川
環
境

楽
園
へ
行
っ
て
観
覧
車
に
乗

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
別
れ
の

時
は
さ
み
し
か
っ
た
け
ど
、
笑

顔
で
見
送
り
ま
し
た
。
遠
い
敦

賀
市
に
友
達
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。

　

私
は
リ
レ
ー
メ
ル
ヘ
ン
に
中

央
小
の
仲
間
6
人
と
参
加
し
、

6
人
な
ら
6
通
り
の
考
え
方
が

交
流
さ
れ
る
こ
と
の
お
も
し
ろ

さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

リ
レ
ー
メ
ル
ヘ
ン
の
交
流
会
に

参
加
し
、
他
の
学
校
の
子
た
ち

と
友
達
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

お
話
を
し
て
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ

レ
ー
メ
ル
ヘ
ン
に
参
加
し
、
小

学
校
生
活
の
楽
し
い
思
い
出
が

ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

い
っ
し
ょ
に
物
語
を
作
っ
た

仲
間
や
交
流
会
で
知
り
合
っ
た

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

文
・
６
年　

淺
野
未
紀
さ
ん

●
３
月
の
小
学
生
チ
ェ

ス
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
、
や

さ
し
い
先
生
が
て
い
ね

い
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
時　

３
月
7
日
（
土
）、

21
日
（
土
）　

い
ず
れ
も

14
時
〜
16
時

場
所　

さ
く
ら
子
ど
も
館

●
3
月
の
移
動
子
ど
も
館

　

親
子
で
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ
あ
い
会

館
（
尾
崎
西
町
１
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
親
子

（
乳
幼
児
の
み
で
は
入
館
で
き

ま
せ
ん
）

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
2
階
（
那
加
桜

町
２
） 

木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）
０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）
１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時



　
　

み
ん
な
の
広
場
●
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中国語サークル中国語サークル

岳岳
が く よ うが く よ う

陽陽の会の会

の
両
面
に
お
い
て
世
界
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

中
国
文
化
や
会
話
に
興
味
の

あ
る
方
、
ま
た
会
話
の
経
験
が

あ
る
方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

活
動
日
時　

第
2
・
4
金
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時

場
所　

中
央
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
第
2
会
議
室
（
蘇
原

中
央
町
２
）

講
師　

羅ら

洪こ
う

雨う

さ
ん

会
費　

月
１
５
０
０
円

詳
細　

栗
林
☎
０
５
８（
３
８
４
）

３
９
３
９

　
「
世
界
の
工
場
」
と
言
わ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
中
国
。現
在
、

日
常
生
活
に
中
国
製
品
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

日
中
関
係
は
密
接
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
国
語
サ
ー
ク
ル
「
岳
陽
の

会
」
は
、
4
千
年
の
歴
史
を
誇

る
中
国
の
伝
統
と
文
化
を
学

び
、
風
俗
習
慣
を
理
解
し
、
生

き
た
中
国
語
会
話
を
学
習
し
て

い
ま
す
。講
師
も
中
国
の
方
で
、

会
話
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、

聞
き
取
り
練
習
や
テ
キ
ス
ト
の

朗
読
、
漢
詩
の
朗
読
、
中
国
語

で
歌
を
唄う
た

う
な
ど
幅
広
く
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
岐
阜
大
学
中
国
人
留

学
生
に
よ
る
「
春
節
の
集
い
」

に
参
加
し
、
7
月
に
は
留
学
生

を
招
待
し
て
日
中
交
流
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
年
2
回
の
交

流
で
は
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。（
※

写
真
は
岐
阜
大
学
大
学
院
留
学

生
を
招
い
て
実
施
し
た
日
中
交

流
会
で
炭
坑
節
を
踊
っ
て
い
る

様
子
）

　

昨
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
、
来
年
は
上
海
で

万
国
博
覧
会
が
開
催
予
定
。
当

分
の
間
、
中
国
は
経
済
と
文
化

「
治
療
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
　

そ
れ
は
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
」

　
「
や
っ
た
ー
、
動
い
た
よ
」

お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を

う
れ
し
そ
う
に
見
つ
め
る
子
ど

も
た
ち
。
月
２
回
、
総
合
福
祉

会
館
で
開
院
す
る
「
お
も
ち
ゃ

病
院
カ
ワ
セ
ミ
」
に
明
る
い
声

が
響
き
わ
た
る
。
開
院
11
年
目

を
迎
え
る
カ
ワ
セ
ミ
は
、
技
術

料
無
償
で
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を

行
っ
て
い
る
。
代
表
の
粂
川
さ

ん
は
、
創
設
時
か
ら
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
。

　

最
近
の
お
も
ち
ゃ
は
電
動
式

が
多
く
、
修
理
内
容
も
高
度
な

知
識
と
経
験
が
必
要
。
重
症
だ

と
入
院
す
る
こ
と
も
あ
る
。
お

も
ち
ゃ
と
別
れ
る
の
が
嫌
で
泣

か
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
度
々
。

中
に
は
、
入
院
さ
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
大
切
な
お
も
ち
ゃ
と
帰

宅
す
る
子
も
い
る
の
だ
そ
う
。

粂
川
さ
ん
は
「
入
院
で
き
な
く

て
も
い
い
ん
で
す
」
と
語
り
、

こ
こ
の
目
的
は
「
単
に
、
お
も

ち
ゃ
を
修
理
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
」
と
微ほ

ほ
え笑
む
。

　

カ
ワ
セ
ミ
で
は
、
子
ど
も
の
眼

前
で
修
理
を
行
う
。
再
び
動
き
出

す
喜
び
を
一
緒
に
体
感
し
「
モ
ノ

を
大
切
に
す
る
心
が
育
て
ば
」
と

願
い
を
込
め
る
。
ま
た
、
中
の
仕

組
み
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
子
が

「
科
学
へ
の
興
味
を
芽
生
え
さ
せ

る
か
も
」
と
未
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
も
思
い
を
は
せ
る
。

　

訪
れ
る
の
は
、
子
ど
も
だ
け
と

は
限
ら
な
い
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
手

に
し
た
80
歳
代
の
女
性
。
結
婚
時

に
購
入
し
た
思
い
出
の
品
だ
が
、

年
代
物
だ
け
に
諦あ

き
ら

め
て
い
た
そ

う
。
息
を
吹
き
返
し
、
再
び
音
色

を
奏
で
た
瞬
間
、
ご
婦
人
の
表
情

が
ぱ
っ
と
輝
い
た
。「
こ
こ
を
訪

れ
る
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ド
ラ

マ
が
あ
る
」。
修
理
を
通
し
「
心

の
通
い
合
い
」を
喜
び
と
す
る
粂

川
さ
ん
に
は
、
こ
の
出
会
い
は
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
お
も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー

は
７
人
。
皆
、現
役
時
代
は
電
気
、

通
信
、
鉄
道
関
係
者
ら
、
メ
カ
好

き
な
シ
ニ
ア
集
団
。
技
術
だ
け
で

な
く
、
こ
の
気
持
ち
を
受
け
継
い

で
も
ら
え
る
後
進
も
募
集
中
だ
。

お
も
ち
ゃ
病
院
カ
ワ
セ
ミ
代
表　

粂
川
福
治
さ
ん
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犬
山
に
は
、
か
つ
て
多
く
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
も
木
曽
川
と
の
関
係
が
深
い
と

思
わ
れ
る
の
が
、
犬
山
市
が
史
跡
整
備
を
進
め
て
い

る
国
史
跡
東
之
宮
古
墳
で
す
。
古
墳
は
、
成
田
山
大

聖
寺
の
あ
る
白
山
平
山
の
頂
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

古
墳
の
概
要

　

東
之
宮
古
墳
は
、
全
長
約
70
ｍ
の
前
方
後
方
墳
で
、

３
世
紀
末
〜
４
世
紀
初
め
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
48
年
３
月
、
後
方
部
頂
上
付
近
に
盗
掘
を
受

け
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
棺
を
収
め
る
竪
穴
式
石せ

っ

槨か
く

の
中
か
ら
、
11
面
の
鏡
や
精
巧
に
造
ら
れ
た
石
製

品
を
始
め
と
す
る
２
０
０
点
以
上
の
副
葬
品
が
出
土

し
た
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
出
土
品
は
全
て

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
京
都
国
立

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
成
果

　

犬
山
市
が
平
成
17
〜
19
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た

調
査
の
結
果
、
現
在
は
土

に
覆
わ
れ
て
い
る
古
墳
の

表
面
が
、
造
ら
れ
た
当
初

は
石
で
葺ふ

か
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
葺ふ

き
い
し石
の
石
材
は
、

木
曽
川
で
も
よ
く
見
ら
れ

る
チ
ャ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

石
が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
で

も
赤
い
チ
ャ
ー
ト
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
来
は
赤
く
輝
く

古
墳
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

葺
石
の
中
に
は
、
木
曽

川
か
ら
採
取
し
た
と
思

わ
れ
る
川
原
石
も
少
量

混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
標
高
１
４
３
ｍ
の
山

頂
に
所
在
す
る
東
之
宮
古
墳
が
、
山
を
削
っ
て
形
を

整
え
る
の
で
は
な
く
、
土
を
盛
っ
て
造
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
古

墳
の
周
辺
で
大
量
の
土
を
採
取
で
き
る
場
所
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
山
の
麓ふ

も
と

か
ら
土
を
運
び
上
げ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
墳
の
被
葬
者

　

こ
の
立
派
な
古
墳
に
葬
ら
れ
た
主
は
ど
ん
な
人

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

残
念
な
が
ら
そ
れ
を
記
す
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

木
曽
川
が
山
間
部
を
抜
け
て
濃
尾
平
野
へ
と
ひ
ろ
が

る
扇
の
要
の
位
置
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木

曽
川
の
水
運
を
掌し

ょ
う
あ
く握

し
、
大
き
な
権
力
を
持
っ
た
人

物
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
前
方
部
が
対
岸
の
鵜
沼
方
面
に
向
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
を
造
営
し
た
集
落
が
、
鵜

沼
付
近
に
存
在
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
・
犬
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

晩松園見学会の様子

東ひ

が

し

の

み

や

こ

ふ

ん

之
宮
古
墳（
犬
山
市
）

木
曽
川
学
入
門
●

白山平山頂から木曽川を望む白山平山頂から木曽川を望む

北側くびれ部付近の葺石

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は「
晩ば

ん
し
ょ
う
え
ん

松
園（
旧
川
上
別

荘
）」。日
本
初
の
女
優
川
上
貞
奴
が
建
て

た
別
荘
で
、数す

き
や
づ
く
り

寄
屋
造
の
近
代
和
風
住
宅

で
す
。鉄
瓦
で
葺
か
れ
た
屋
根
や
凝
っ
た

内
部
装
飾
な
ど
、ほ
ぼ
創
建
当
初
の
姿
で

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
屋
数
は
25
以

上
。
ど
の
部
屋
も
貞
奴
が
粋
を
凝
ら
し

た
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力

で
見
学
会（
予
約
制
）も
行
っ
て
い
ま
す
。 

見
学
日　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜

11
時（
第
5
火
曜
日
と
祝
祭
日
は
休
み
）

定
員　

各
日
10
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
人
５
０
０
円（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

代
）

申
込
と
詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３

８
３
）
１
４
７
５
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みんなで 1万団体達成をお祝い !!
　昭和 55年 5月 5日のオープン以来、28年８カ月
で利用団体数が１万団体に達した「少年自然の家」。
１月 18日開催の「家族きずなの日」行事で、プラネ
タリウムや天体望遠鏡づくりなどに参加した家族と
一緒に、くす玉割りや記念植樹でお祝いをしました。
　子どもたちには、記念品(カボチャやヒマワリなど、
色とりどりの種子で、職員が一つ一つ手作りしたク
ラフト )もプレゼント。「わあ、きれーい ! どれにし
ようかな」とかわいい声も響き、笑顔あふれる 1万
団体達成の記念日となりました。

　　　　　　　　　　  　文化財防災訓練

貴重な文化財を火災から守ろう
　１月 26 日は「文化財防火デー」。昭和 24 年 1 月
26 日に法隆寺金堂が焼失したのをうけ、文化財を火
災から守るために国が定めたものです。
　市でも、市指定史跡「承久の乱合戦供養塔」のあ
る前渡不動で防災訓練を行い、地元自治会、消防団、
女性防火クラブなど多くの方が訓練に参加しました。
　かけがえのない財産を後世に伝えるため、放水訓
練やバケツリレーなど、厳しい寒さのなか地域ぐる
みの訓練が行われました。

　　　　　（1月 25日）

  ウインターフェスティバル 2009

市民プールでおもちつき
　市民プールで、毎冬恒例の「ウィンターフェステ
ィバル 2009」が開催されました。
　ニュースポーツやフリーマーケット、ミニ消防車の
試乗・撮影会にクイズ大会など、楽しいイベントで
盛り上がりました。中でも人気だったのが「もちつ
き大会」。来場者が順番にもちをつき、約 300食分の、
きな粉をまぶしたもちやぜんざいをほお張りました。
　「親しみやすい施設を」と、健康作りをサポートする
さまざまな教室や、季節の行事を展開中の市民プー
ル。皆さん、どんどんご利用ください。(1月 25日 )

           高齢者口腔機能栄養改善向上教室  

健康な生活は健康なお口から
　年齢を重ねると食べ物をかんだり、飲み込んだり
する機能が低下しがち。食べる、話すなど、健康に
欠かせない機能を向上させる教室が開催されました。
　参加者はブラッシング法はもちろん、頬や唇など
をマッサージする「健

けんこう

口体操」や、発声訓練、歯科
医師・歯科衛生士による講義などを 3カ月にわたっ
て受講。鵜沼在住の木下ミツエさんは「健口体操を
続けて、唾

だ え き

液がよくでるようになりました。食事も
スムーズになってうれしいです」と、その効果を実
感していました。　　　　（1月23日・総合福祉会館）
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中村　朋
ともや

椰くん　　 （Ｈ 18．5．21生）
　　　 瑛

え り な

莉奈ちゃん （Ｈ 20．4．10生）
　泣き虫でワガママ娘・瑛莉奈。ヤン
チャで活発な朋椰。２人仲良く大きく
なってね。（お父さんの俊さん、お母さ
んの有希さん・尾崎西町３）

水墨画「渓流」
柴山義明さん・鵜沼各務原町

民ギャラリー市

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水墨画を始めて 5年になります
描き終えた後は

さわやかな気持ちになります
構図の良し悪しが作品を決定づけるので

そこにこだわって描いています
絵をもらっていただける方もみえ、

とてもありがたいです

広
報
各
務
原　

平
成
21
年
2
月
15
日
号
（
第
１
０
９
９
号
）

市人口 /150,282人〔男 74,519人 女 75,763人〕世帯数 /54,903世帯　（平成21年 1月 1日現在）

小野　巧
こう き

輝くん　　（Ｈ 19．5．18生）

　元気で優しい巧ちゃん。いっぱい遊
んでいっぱい食べて、スクスク育って
ね。（お父さんの友之さん、お母さんの
知子さん・鵜沼東町 5）
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